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コロナ禍で気づかされたオンラインの利点

� 大阪府立大学　横井賀津志　

　2020 年度，2021 年度は新型コロナウイルスのまん延により，多くの作業療法養成校が学外臨床実習から学

内実習への切り替え，対面授業からオンラインやオンデマンド授業への転換を余儀なくされた．筆者自身もオ

ンディマンド（非同期）用に約 50 の講義動画を作成し配信した．対面授業において使用していたパワーポイ

ントをすべて改編し，詳細に説明を加えた資料を作成した．また，多くのスライドに引用文献と教科書対応ペー

ジを記載した．講義資料の作成に関しては，これまでより完成度は高いと実感している．学生からは，何度も

繰り返し視聴できる点，時間と場所を選ばず視聴できる点が利点として挙がった．知識を補充するための講義

であれば，オンデマンドでも十分に対応できる気もする．今後も，知識を得ることに特化したオンデマンド講

義を随所に入れ込み，知識と体験と融合させる授業を構成したいと考えている．双方向のオンライン授業にお

いても，当事者参加型の授業を取り入れた．ペーパーペイシェントを題材とした症例検討に比べ，双方向のや

り取りが実現でき，少しは臨場感を得ることができたと思う．オンラインは現実味に欠け，その場で味わえる

雰囲気を感じ取ることができない，休憩時間などを利用したコミュニケーションがとりにくいなどの欠点があ

る．しかし，オンラインの大きな利点は，会場に移動する手間が省けることである．オンラインであれば海外

とも瞬時につながることができる．そこで，所属大学では，学内の国際交流準備委員会に所属している教員が

中心となり，大学院生と学部生を対象に，国際オンライン教育講演を 7 回開催した．米国や台湾，ヨーロッパ

での作業療法教育や大学院教育，作業療法臨床実践などを中心にオンラインで紹介してもらえた．講義の中

でも，作業療法・理学療法教育に関しては，詳細な教育課程まで伝えてもらえた．米国からは，「DARE TO 

DREAM」（思いきって夢を描こう！）のテーマにて講演があり，学生がリハビリテーションの国際化に目を

向けるための動機づけになったと感じる．講義は，あえて英語によるプレゼンとし，事前に講義スライドが配

布された．学生たちは（筆者も），配布された資料を手にし，英語でのプレゼンに聞き入っていた．質疑応答

は同時通訳付きで行われたため，学生たちも，海外で学ぶために必要なことを積極的に質問していた．グロー

バル化，国際化といわれながらも，日本の学生は海外で学ぶことに消極的になっているとの見方が強い．その

理由のひとつに，学内での動機付けがないとの指摘がある．海外とオンラインでつないだセミナーは，新型コ

ロナウイルス感染症下でなくとも実施できたはずである．今回の教育講演は，国際交流準備委員会の担当者が，

講師との事前のやりとりに多くの時間を費やし実現できた．きっと，学生の刺激になったはずである．この取

り組みを継続し，学生たちが海外に目を向ける動機づけの一助になればと思う．

作業療法教育研究・第 21 巻・第２号・2022 年３月

− 1 −




